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下方にむかって細くなる白色線で後端から峡
部付近まで縁取られる. 虹彩はうすい黄で, 黒
ずむことがある. 項部および背鰭第 1, 第 2棘
基部から胸鰭基底部にかけてゴールドないし
は赤みがかったあさい黄となる. 体側の上半
分には, 背鰭基底に沿って並ぶさえた赤およ
び, 赤みがかったあさい黄の帯がある. 最も前
方の帯はさえた赤で, 背鰭第 2および第 3鰭膜
基部を縁取り, この後にあさい赤みの黄 1条
とさえた黄みの赤 2条が後方にむかって幅を
狭めながら背鰭最終軟条の基部下方まで交互
に 4度並び, これらの帯のうち最も後方のも
のは背鰭の最終鰭膜と同じ幅で, 点列状にな
ることもある. 体側の下半分には,胸鰭基部の
後方より眼径とほぼ同幅のさえた赤 1条とあ
さい黄 1条の帯が交互に 6度並び, 最後の黄 1

条の帯は不明瞭となる. これら体側の上半分
と下半分の帯は同色で連結することもあれば
異なる色で隣接して並ぶこともある. 尾柄部
にはさえた赤の不定形斑がある. 尾鰭基底は
さえた赤の線で縁取られる. 各不対鰭の鰭膜
は透明. 背鰭の鰭膜は, 棘部前半において赤み

がかることがある. 背鰭の各鰭条はさえた黄
みの赤で, 先端付近で薄くなる. 背鰭棘部の鰭
膜上端が黒色素胞および,さえた黄みの赤で縁
取られる. 背鰭軟条の先端の周囲はさえた黄
みの赤で, 背鰭軟条部の上端に並ぶ点列とな
る. 臀鰭の鰭膜は全体的に赤みがかる. 臀鰭の
各鰭条は半透明で赤みがかる. 尾鰭の鰭条は
下記のものを除きすべて無色透明. 尾鰭分節
鰭条の上方と下方それぞれ 2本の先端から半
分には黒色素胞が密に存在し, 赤みがかる. 上
方から 3本目と下方から 3本目の分節鰭条は, 

それぞれ先端から半分が半透明のさえた赤と
なり, 最も後方に位置する不分節鰭条にも先
端から半分に黒色素胞が密在することがある. 

胸鰭の鰭膜は胸鰭の基底部付近であさい黄に
なり, 全体的には無色透明.胸鰭の鰭条は半透
明でわずかに赤もしくは黄みがかり,下方の 4

本の中央から先端付近にかけて黒色素胞が密
在する. 腹鰭は基底部で白く, 先端にむかって
半透明となる. 生時の頭部の色彩は鮮時の色
彩と同様である (Fig. 3A, B).

　雌 (Fig. 2B) ̶頭部の地色はゴールドないし

Fig. 2.  Freshly lateral pattern of Cirrisalarias bunares from the Ogasawara Is., Japan (A, KPM–NI 
17559, male, 28.0 mm SL; B, KPM–NI 23068, female, 24.6 mm SL).  Photo by H. Senou.
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は明るい黄で, 腹面にむかうほど薄くなる傾
向がある. 体の地色は青みの白で, 尾柄部で半
透明となる. 唇部はうすい黄. 頭部の皮弁は半
透明のうすい黄. 雄と同様の白色帯が頬部に
あるが, 比較的不明瞭になる. 鰓蓋の後縁には
雄と同様の白色線がある. 虹彩の色彩も雄と
同様である. 項部および背鰭第 1, 第 2棘基部
はゴールド. 胸鰭基底部はあさい黄ないしは
明るい黄. 体側の斑紋は雄と同様に並ぶが, さ
えた黄みの赤の帯は, 雌では通常, こい赤とな
る.尾鰭基底はこい赤またはさえた黄みの赤
の線で縁取られる. 各不対鰭の鰭膜は無色透
明.背鰭棘は全体的にさえた黄みの赤で, 部分
的に無色透明. 背鰭および臀鰭の軟条はわず
かに黒ないしは赤みがかる. 尾鰭分節鰭条の
最上部と最下部それぞれ 2本の先端から半分
には黒色素胞が密, ないしはまばらに存在し, 

上下ともに 3番目の鰭条の中央から先端付近
にかけて黒色素胞が存在することもある. こ
れらの黒色素胞の分布する部分は赤みがかる. 

また, 最も後方に位置する不分節鰭条にも先
端付近に黒色素胞が存在する. 胸鰭の鰭膜は
胸鰭の基底部付近であさい黄になり, 全体的
には無色透明. 胸鰭の鰭条は全体的に無色透
明だが, 下方の数本はわずかに赤みがかり, 第

1–4鰭条 (下から数えて) の中央から先端付近
にかけて黒色素胞が存在することがある. 腹
鰭の色彩は雄と同様. 生時の頭部の色彩は鮮
時の色彩と同様である (Fig. 3C).

　黒色素胞の分布　ホルマリン固定後のアル
コール保存条件下では, 雌雄ともに体側はほ
ぼ一様に白, もしくは黄みの白. 各鰭膜は無色
透明で, 鰭条は無色透明, もしくは白の半透明. 

　雄̶眼下から眼の後方にかけて黒色素胞が
分布するが, 眼の後方のものは存在しない場
合もある. 鰓条骨域の下半部から峡部にかけ
て黒色素胞が密在するが, 最大の個体 (KPM–

NI 17559, 28.0 mm SL: Fig. 4) ではその分布は
まばらになり, 峡部に黒色素胞はほとんど存
在しない. 頤部にわずかに黒色素胞が分布す
るが, 最大の個体では存在しない. 上唇の縁辺
の口腔側には黒色素胞が密に存在する. 背鰭
棘条部の鰭膜上縁を縁取るように黒色素胞が
密在するが, 鰭膜によってはこれがない. 背鰭
棘条部の前半部下方にも黒色素胞はまばらに
分布するが, 後半部ではほとんど認められな
い.背鰭軟条部のいずれかの鰭膜上やその上縁
にごくわずかに黒色素胞が認められる.尾鰭に
は鮮時と同様に黒色素胞が分布する.臀鰭には
黒色素胞は分布しないか, 分布する場合には
前方から中央付近にかけてまばらに存在する. 

胸鰭の鰭条には鮮時と同様に黒色素胞が分布
する. 腹鰭とその基部に黒色素胞がまばらに
分布するが, 存在しない場合もある.

　雌̶上唇の縁辺の口腔側には黒色素胞が存
在するが, これを除き, 頭部には黒色素胞は存
在しない. 背鰭には黒色素胞が認められない
か, 棘条部のいずれかの鰭膜の上縁に黒色素
胞がわずかに分布する. 臀鰭には黒色素胞が
認められないか, 臀鰭後半部分の軟条の数本
上にわずかに黒色素胞が存在することがある. 

尾鰭および胸鰭には鮮時にみられた黒色素胞
が同様に存在する. 腹鰭に黒色素胞が存在し
ない. 

　性的二型　雄では, 後頭部が盛り上がり, 鮮
時に頭部の地色は赤く, 固定後の保存状態で
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は鰓条骨域に黒色素胞が分布する. 雌では, 後
頭部は平坦で, 鮮時に頭部の地色は赤くなら
ず, 固定後の保存状態で頭部に黒色素胞が認
められない.

　分布　本種は, インド洋のコモロ諸島, セイ
ロン島, クリスマス島から, 太平洋側では小笠
原諸島, フィリピン, ソロモン諸島, 米領サモ
ア, フィジー諸島,トンガなどの太平洋プレー
トの縁辺上から知られている (Springer, 1976, 

1982; Springer and Spreitzer, 1978; Randall, 2005, 

本研究).

　生息状況　本種は, 小笠原諸島において内
湾的な岩礁域の低潮線付近にある穴の中に生
息し, ときおりその中から出てきて基質をか
じりとるように摂餌を行う.

　備考　カエルウオ族に含まれる 28属のう
ち, Medusablennius Springer, 1966と Cirrisala-

rias Springer, 1976の 2属は,頭部に多数の皮弁
をもつこと, 最大径が眼径の 3分の 1ほどにな
る大きな鼻孔をもつことで他の属と明瞭に区
別される (Springer, 1976; Springer and Spreitzer, 

1978). 後者は, 上唇の背縁が吻周縁部で癒合し
ていること (前者では上唇の背縁が吻周縁部
で遊離する), すべての眼隔域の皮弁が後鼻孔
の縁 (肉質の隆起)を基底とすること (前者で
は一部の眼隔域の皮弁は後鼻孔の縁を基底と
しない), 胸鰭の鰭条数が通常 14 (前者では通
常 13) であることから前者と外見上区別され,

調査標本は後者の特徴によく一致した.

　調査標本の計数値は, おおむね Springer 

(1976) の Cirrisalarias bunares の原記載の範囲
内であった (Table 1). 背鰭棘数について,調査
標本では 12–13, 原記載では 10–12と異なるが, 

両者ともに通常は12であることから (Springer, 

1976, 本研究), これらの相異は変異の範囲内で
あると判断された. 上側頭管背中線上の開孔
数 (MS) は, 本研究では 2–3, 原記載ではすべて
1と異なるが, これは本種の地理的変異と考え
られた. 胸鰭の鰭条数に関して, 小笠原産のも
のでは 13–14となったが, 13のものは雄 1個
体 (KPM–NI 17559) の左側のみで, 本属を近縁
の属と区別する際の分類形質として胸鰭の鰭
条数が 14であることは通常では有用である
と考えられる.

　カエルウオ族に含まれるいくつかの種の雄
は, 後頭部から項部にかけての正中線上に扁
平な正中線皮弁をもつ. 一方, 後頭部に現れ
る性的表徴として, 皮弁が存在するのではな
く, この部分が雌に比べて顕著に盛り上がる
例もイソギンポ科魚類の数種では知られてい
る (カエルウオ族のホシギンポ Entomacrodus 

stellifer stelliferの亜種にあたる E. stellifer lighti 

(Springer, 1967) やナベカ族 Omobranchini の
ナベカ Omobranchus elegans  (冨山, 1950) な
ど). 本報告で用いた小笠原産の Cirrisalarias 

bunares  にもこのような雄の性的二型が認め

Fig. 3.  Underwater photographs of Cirrisalarias bunares from the Ogasawara Is., Japan. A (KPM–
NR 43869) and B (KPM–NR 43868) male, C (KPM–NR 80363) female.  Photo by Y. Morita.
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られた. しかし調査標本において, 鮮時および
ホルマリン保存状態で認められた後頭部の盛
り上がりは, アルコール保存状態では収縮し, 

認められなくなった. C. bunares の原記載では
特にこのような雄の性的標徴について述べら
れていないが, これはパラタイプを含めたタ
イプシリーズの最大体長が 22.0 mm と小型で
あったことにより, 雄の頭部の盛り上がりが
顕著なものでなかったか, または保存状態に
よって認められなくなったものと考えられる.

固定後の保存状態において, 本種では雌雄
ともに体長 14 mm 以上で体側に斑紋は認め
られず, 雌は頭部下部から腹面の斑紋を欠く 

(Springer, 1976, 本研究). 雄の黒色素胞の分布
について, 調査標本では原記載の図や記載に
比較して少ない傾向があった. イソギンポ科
のクモギンポ Omobranchus loxozonus (道津・
太田,1973) やタテガミギンポ Scartella emar-

ginata (小島・塩垣, 1988) の仔稚魚は,発育が進
むにつれて胸鰭下部に顕著に密集していた黒
色素胞が消失していくことが知られている.こ
れと同様に, C. bunares の黒色素胞も成長につ
れ消失していくものと考えられ, C. bunaresの
原記載と本研究で認められた黒色素胞の分布
の違いは, 原記載に用いられた標本がより小
型であったことによるものと考えられる (原
記載では体長 10.4–22.0 mm, 本研究では 20.4–

28.0 mm). 雄の頭部腹面の黒色素胞の分布につ
いて, 原記載では密に存在することが述べら

れており, そこで示された図の個体 (Springer, 

1976: fig. 1, 17.3 mm SL) では鰓条骨域から峡
部にかけて黒色素胞が密に存在し, 一様に黒
く見える. 今回調査した小笠原産の標本では
この部分の黒色素胞の分布はまばらで, 最大
の個体においては全体的に黒色素胞の認識が
困難なほどお互いに離れて分布しており (Fig. 

4), 峡部にはほとんど存在しない.

　本種はこれまでフィリピンを北限とするイ
ンド・西太平洋海域から知られていた.本種の
小笠原諸島からの記録は,北限記録を更新する
ものであり,同時に日本初記録となる.

　Cirrisalarias 属および Cirrisalarias bunares 

には標準和名が提唱されていないため, 小笠
原諸島産の標本 (KPM–NI 17559, 雄, 28.0 mm 

SL: Figs. 2A, 4) に基づき,新標準和名シシマイ
ギンポ属およびシシマイギンポをそれぞれ提
唱する. 新標準和名は, 本種のもつ大きな鼻孔, 

その縁にある多数の皮弁および雄の赤い頭部
が「獅子舞」の様相を思わせることにちなむ.
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